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(摂取量)= (土壌中含脊濃度)x (土壌摂食量) X365 S 
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今中らによる 3月 31日における飯舘村曲田での測定結果 1)を元にして、今後の主たる外部被喋棟、となると考え





めるには、 Cs-134で約 130倍、 Cs-137で約 150倍すれば良いことになる。
議2表菌汚染濃度と空間線壌の関探(汚染濃度データは文献1)より)
汚染濃度 1cm定線数量(μ当S最v率 I 空間線最 空関線量寄与 空間操量からの汚
核穣 半減期 推定値 染密度変換係数(回q/m2)
m2/舵kI/h) 寄与率(見) (μSv/h) (kBq/m2) / (μSv/h) 
Te-129m 50.2 0.0115 33.6d 0.05 0.01 
Te-129 55.7 0.0136 69.6m 0.07 0.02 
1-131 3244 0.066 8.02d 19.81 4.75 
Te-132 518 0.0552 3.204d 2.65 0.63 
1-132 338 0.353 2. 295h 11. 04 2.65 
Cs-134 1873 0.249 2.058y 43. 15 10.36 126 
Cs-136 146 0.33 13. 1d 4.46 1. 07 




ら汚染濃度が指数関数的に減少し、探さ xcmでの濃度が A'exp(-k x) で表されるとすると、深さ 5cmまでに
全体の9怖が帯在する場合のkの値は、 S 05exp(-k x)dx = O.9 S。∞exp(-k x)む より、 k=0.46(cniーっとなる。
よって、単位面積当たり汚染量がS(姐q/ぽ)のとき、地表面付近の土壌中濃度A(Bq/g)は、 AρJ。∞exp(-O.46 x) dx 
=S/ 1 0 (Bq/ cm2) となり、これより A=0.46S/10ρ が得られる。土壌のみかけ比重 ρ=1.5程度とすると、
Aロ0.0おとなる。よって、空関線量がD(μSv/h)のとき、地表面付近のCs-134の濃度はO.03 x 1300=3. 9D (Bq/ g)、
Cs-137の濃度はO.03 x 1500=4. 5D (Bq/ g) となる。
内部被曝量の算定で重要とされる核種に、 Sr-90がある。しかし、 Sr-90は 3線しか出さないため、 Ge半導体
検出器などで測定できず、 Sr-90の汚染状況に関するデータは現設階では極めて不十分である。いくつかの測定例
では放射能比 お7CS/ωSr= 1O~30 程疫の値が得られているようであるので、ここでは安全側として、 Sr-90 の土
壌中濃度をCs-137の1/10として評伍を試みる。つまり、地表面付近のSr-90の濃度をO.45D (Bq/ g)と仮定する。










Cs-134 : 3.9D (Bq/ g)、Cs-137: 4.5D (Bq/ g)、Sr-90: O.45D (Bq/ g)であり、土壌粒子の摂取に関与するのは、 100μm
以下の粒子であると考えると、この5倍の濃度の土壊粒子を、子供達は毎日 200mg摂取することになることから、
Cs-134の摂取量は 3.9Dx5xO. 2=3. 9D (Bq/day)、同様に Cs-137: 4.5D (Bq/day)、Sr-90: 0.45D (Bq/day)であ
る。これらから年間摂取量は、 Cs-134:1400D (Bq/year)、Cs-137:1600D(Bq/year)、Sr-90: 160D (Bq/ year)となる。
内部被曝量はこれらに表 lに示す経口摂取での実効線量係数をかけて求まるので、内部被爆最は Cs-134: 
1. 8 x 1O-2J) (mSv / year)、Cs-137: 1.5 x 1O-2D (mSv /year)、Sr-90: 7.5 x 10-3D (mSv / year)となる。
よって、経口摂取内部被曝量の合計はこれらを足し合わせて、 0.041D(mSv/year)と推定される0
4.2子供の吸入譲取内部被醸擾
4. 1と同様に、粒径 100μm以下の土壌粒子が吸入摂取に関与すると考えると、地表面濃度の 5倍の濃度の土壌
粒子が再飛散し、空気中濃度となる。空気中濃度を求めるには再飛散係数を用いる方法もあるが、ここでは空気中
土壌粒子濃度として、問2.5の環境基準の I年平均値 (15μg/m3) を用いて計算してみる。 5歳克の呼吸率として
ICRPが提案した値8.7m3/dayを用いると、 Cs-134の吸入摂取量は 3.9DX 5 x 15x 10-6X8. 7= 0.0025D (Bq/day)、




地上高 1mでの空関線量をD(μSv/h)とする。 1日にその土壌上で8時開、 40弘となる屋内に随時間いる










































2)空間線量がD(μSv/h)のとき、地表面付近の各核種の土壌中濃度はCs-134: 3.9D (Bq/ g)、Cs-137: 4.5D (Bq/ g)、
Sr-90 : 0.45D (Bq/g)程度で、あると推定される。
3)子供の経口摂取内部被操選は0.041D(mSv/year)程度と推定される。また、吸入摂取内部被曝量の合計は、












KeyWo吋s: Fuk.ushim.a a初出cpower plant， Soil， Radioactive pollution， Intβrnale}中osure，External eJ中osure
